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�� はじめに

これまで，一般的に美しいと感じる顔に関する議論は盛んで
ある．例えば，'��&�
�� らは，平均的な顔を美しいと感じる
('��&�
��)*+,ことを，-
���	
らは，左右対称な顔が美しい
と感じる (-
���	
)*#,ことを，それぞれ明らかにしている．
しかし，一般的に好ましい印象を与える顔が，自分にとって好
ましいとは限らない．本研究では，全てのユーザに好ましい印
象を与える顔ではなく，個々のユーザが好ましいと感じる顔を
ユーザごとに推定し，そのユーザが好む固有の顔画像を作成
することを目指している．そこで，人が自分の好みの顔をどの
ように判断しているかを，被験者実験により男女別に分析し，
個々のユーザの好む顔の推定方法を明らかにする．

�� 実験

本実験では，被験者に �枚の顔画像を提示して，どちらが好
ましいと感じるかを判断してもらう．顔画像は，以下に示すよ
うに， !"#$推し面メーカー (
����	�,（以下，推し面メー
カー）を用いて作成する．

��� 提示する顔画像

図 �) 推し面メーカーによる顔画像の作成画面

連絡先) 中山功一，佐賀大学，〒 $#+.$�+� 　佐賀県佐賀市本
庄 �，+*��.�$.$�*/，0��0�����1�����&�.�������

推し面メーカーとは，「目」，「鼻」，「口」，「輪郭・髪型」とい
う #つの部位のそれぞれについて #$人から任意に選択するこ
とで，選ばれた # つのパーツからなる自然な顔画像を作成す
る2	�サイト上のシステムである（図 �）．パーツを構成する
#$ 人は， !"#$ というアイドルグループのメンバー（�+��
年 � 月 �� 日現在）であり，全て女性である．本実験では，#
つのパーツのそれぞれについて，��人分の画像を ��回ずつ用
いた ��� 枚を，無作為に並び替える．それらのパーツを組み
合わせることで，���枚の顔画像を作成する．本章で提示する
画像の例を，図 �に示す．

図 �) 提示画像の例

��� 提示方法と回答方法
画像の組を �#インチモニタの正面に着席した被験者に提示

する．被験者は，���枚中の �枚の画像を見比べ，どちらがよ
り自分の好みの顔に近いかの評価を口頭で答える．評価方法は
�段階とし，「右の顔が好みである（3�点）」，「どちらかといえ
ば右の顔が好みである（3�点）」，「どちらでもない（+点）」，
「どちらかといえば左の顔が好みである（.�点）」，「左の顔が
好みである（.�点）」の �つとする．被験者の回答を確認後，
実験者が次の顔画像を被験者に提示する．これを ��$組（���
枚）の画像に対して行う．
被験者は，�+代前半の学生男女各 �名ずつ，計 ��名とする．

いずれの被験者も !"#$およびそのメンバーのファンではな
い．実験時間は，説明も含めて一人 4+～#+分程度であった．
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�� 実験結果と考察

��� 被験者間の好みの相関
被験者 �� 名中 � 名を選ぶ全ての組み合わせである �� 組

（����）について，互いの回答に相関があるかを調べる．相関
係数が高い組（�名）が存在する場合は，その �名の好みが近
い可能性がある．�� 組の相関係数の値を，階級幅 +�� の度数
分布で図 4に示す．��組の相関係数の最大値は+��+�，最小値
は �+�+4�，平均値は +���� であった．また，男性の被験者の
組での相関係数の平均は +����，女性同士の組での相関係数の
平均は +�4�*，異性間の組での相関係数の平均は +��#4であっ
た．図 4より，多くの組で相関係数が +��～+�4 程度であるこ
とから，多くの被験者間で顔画像の評価（好ましさ）に高い相
関が存在しなかったことが分かる．ただし，相関係数が +�#以
上の組が ��組中 *組 5�4��67あった．この *組の内訳は，女
性同士が �組，男性同士が �組，異性間が �組であった．これ
らの結果から，好みがある程度近い被験者同士の組が少なから
ず存在し，特に女性同士では好みが似ている可能性が比較的高
いと言える．好ましいと判断された顔の例として，男性被験者
� 名が好ましいと判断した顔の例を図 # に，女性被験者 � 名
の好ましいと判断した顔の例を図 � に示す．男性被験者 � 名
が好ましいと判断した顔は，それぞれが互いに似ていないが，
女性被験者 � 名は，比較的似ている顔を好ましいと判断して
いることが分かる．

図 4) 相関係数のヒストグラム

図 #) 男性被験者 �名がそれぞれ好ましいと判断した顔

図 �) 女性被験者 �名がそれぞれ好ましいと判断した顔

これらの結果から，被験者間には共通の評価指標の存在は
確認できず，むしろ各被験者が他の被験者とは異なる独自の好

みの評価指標をもち，顔画像を評価していると考えられる．

��� パーツの影響
��$対の回答から，�#個（#種類のパーツ× ��人）のパー

ツごとの評価を統計的に推定する．その結果から，顔の # つ
のパーツの番号を説明変数，#つのパーツからなる顔の好みを
目的変数としたときに，その被験者の顔の好みをパーツの番号
からどの程度推定できるかを検討する．
分析結果を表 �に示す．重決定係数（寄与率）の全体平均が

+��/$であり，特に男性の平均が +�/+# と比較的高い値であっ
た．これは，顔画像の評価値の７割程度は，パーツごとの評価
値から説明できることを示している．すなわち，被験者ごと
に，予めパーツごとの評価値が明らかであれば，それらのパー
ツを組み合わせて，評価値が高い顔画像を作成できる可能性を
示している．
重相関係数の全体平均は +�$��であった．この値は，最も好

みが近い被験者の組の相関係数である+��+�や，全ての組の相
関係数の平均値である +����よりも明らかに大きかった．

表 �) 重決定係数と重相関係数の平均

被験者 男性平均 女性平均 全体平均
重決定係数 58�7 �/+# ���� ��/$

重相関係数 587 �$4$ �$+� �$��

��� おわりに
本稿では，被験者ごとに好みを評価してもらう実験から，好

みの顔が被験者ごとに大きく異なり，被験者間の好みの相関係
数が平均で +����と小さいことを示した．また，顔画像の好み
のうち，顔のパーツの好みと顔全体の好みとの重相関係数が平
均で +�$�� と高いことを示した．
これらの結果から，ある人物の好みの顔を推定する場合に

は，好みの近い別人に顔画像を評価してもらうよりも，その人
物のパーツごとの評価を明らかにする方が，より適切に好みの
顔を推定できることが分かった．
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